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は
じ
め
に
意
味
が
す
べ
て
こ
と
ば
に
示
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
表
情
や
し
ぐ
さ
、
声
、
絵
な
ど
で
も
示
さ
れ
る
。
こ
と
ば
に
よ
っ
て
意
味
を
示
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
論
理
が
よ
く
示
さ
れ
る
。
情
緒
は
間
接
的
に
、
直
観
は
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
。
感
覚
は
な
か
な
か
示
さ
れ
な
い
。
無
意
識
を
含
む
想
い
が
水
面
下
に
も
広
が
る
氷
山
だ
と
す
れ
ば
、
こ
と
ば
は
水
面
か
ら
突
き
出
た
氷
山
の
一
角
で
あ
る
。
一
、
意
味
の
問
い
意
味
を
問
う
こ
と
は
、
人
間
の
証
し
で
あ
る
。
直
立
歩
行
に
よ
っ
て
、
視
野
が
拡
大
し
、
手
が
分
化
し
、
脳
が
発
達
す
る
。
共
鳴
腔
が
拡
大
し
、
音
声
言
語
を
獲
得
し
、
道
具
や
狩
猟
・
採
集
の
伝
達
・
伝
承
が
可
能
と
な
る
。洞
窟
壁
画
や
ぺ
ト
ラ
グ
ラ
フ
の
図
像
の
規
則
的
な
パ
タ
ー
ン
は
、
呪
術
的
・
芸
術
的
な
意
味
の
記
録
で
あ
る
。
農
業
革
命
は
食
糧
の
安
定
と
精
神
的
な
余
裕
を
も
た
ら
し
、
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
意
味
を
記
録
す
る
た
め
に
、
文
字
の
発
達
を
促
す
。
生
産
高
を
記
録
し
、
富
の
分
配
の
た
め
の
法
律
や
制
度
を
記
述
し
、
小
国
家
が
成
立
す
る
。
二
、
神
話
・
伝
説
・
叙
事
詩
な
ど
民
族
的
な
認
識
は
、
話
し
こ
と
ば
に
よ
る
伝
承
と
し
て
、
神
話
・
伝
説
・
叙
事
詩
な
ど
に
な
る
。
神
話
で
は
、
宇
宙
の
起
源
、
人
間
の
起
源
、
部
族
の
起
源
、
精
霊
と
人
間
の
交
渉
、
天
変
地
異
や
大
事
件
な
ど
が
語
ら
れ
る
。
古
代
中
国
で
は
、
タ
オ
(
無
極
、
大
極
、
混
沌
、
道)
が
陰
陽
の
両
儀
に
分
か
れ
、
少
陽
・
老
陽
・
少
陰
・
老
陰
の
四
象
に
分
か
れ
、
八
卦
に
分
か
れ
、
六
十
四
卦
に
分
か
れ
て
、
宇
宙
の
森
羅
万
象
に
な
る
と
い
う
気
の
思
想
が
あ
る
。
気
(
生
命
力)
に
は
、
先
天
の
気
と
し
て
真
気
(
元
気)
、
後
天
の
気
と
し
て
衛
気
え
き
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意
味
と
こ
と
ば
を
め
ぐ
っ
て
河
原
修
一
(
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キ
ー
ワ
ー
ド：
気
spirit
無
常
impermanency
無
我
selflessness
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
entropy
ネ
ゲ
ン
ト
ロ
ピ
ー
negentropy
─
古
代
の
知
恵
と
現
代─
(食
物
や
修
練
に
よ
っ
て
得
る
気)
と
営
気
え
い
き
(
水
穀
の
気
、
真
気
を
育
む
気)
が
あ
る
。
真
気
は
〈
種
子
〉
に
喩
え
ら
れ
、
年
齢
と
と
も
に
衰
え
る
が
、
衛
気
は
〈
土
壌
〉
、
営
気
は
〈
養
分
〉
に
喩
え
ら
れ
、
気
功
(
気
の
働
き
を
高
め
る
訓
練)
や
養
生(
健
康
法)
に
よ
っ
て
養
う
こ
と
が
で
き
る
。
気
に
は
内
気
(
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー)
と
外
気
(
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー)
が
あ
る
が
、
根
元
は
一
体
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
宇
宙
と
人
間
は
気
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
。
古
代
イ
ン
ド
で
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
(
宇
宙
精
神)
と
ア
ー
ト
マ
ン
(
人
間
精
神)
は
心
臓
内
の
ア
ー
カ
ー
シ
ア
(
虚
空)
で
プ
ラ
ー
ナ
(
生
気)
が
流
通
し
て
一
体
と
な
る
と
い
う
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
思
想
が
あ
る
。
ま
た
、
生
死
を
超
え
た
霊
魂
の
輪
廻
転
生
の
思
想
が
あ
る
。
心
身
を
統
合
し
、
精
神
と
一
体
化
し
て
、
輪
廻
か
ら
脱
却
す
る
ヨ
ー
ガ
と
い
う
修
行
に
よ
る
実
践
思
想
が
あ
る
。
叙
事
詩『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ』
の
な
か
で
、
善
神
と
悪
神
の
戦
い
が
語
ら
れ
る
。
古
代
ペ
ル
シ
ア
で
は
、
善
神
と
悪
神
が
抗
争
し
て
世
界
の
終
末
を
迎
え
、
最
後
の
審
判
が
下
さ
れ
る
と
い
う
宗
教
思
想
が
あ
る
。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
、『
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
叙
事
詩』
の
な
か
で
、
英
雄
神
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
が
森
の
精
霊
フ
ン
バ
バ
を
殺
す
話
が
語
ら
れ
る
。
文
明
の
発
達
に
よ
る
森
林
伐
採
(
レ
バ
ノ
ン
杉
の
消
滅
な
ど)
が
暗
示
さ
れ
る
。
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
唯
一
神
と
堕
天
使
の
抗
争
に
よ
る
世
界
の
終
末
、
最
後
の
審
判
に
よ
る
魂
の
救
済
と
い
う
宗
教
思
想
が
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
に
は
、
坐
禅
に
似
た
修
行
法
が
あ
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
オ
シ
リ
ス
と
イ
シ
ス
の
神
話
の
な
か
で
、
死
と
再
生
の
呪
術
が
示
さ
れ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
神
話
の
な
か
で
、
霊
魂
の
不
滅
と
輪
廻
転
生
が
語
ら
れ
る
。
三
、
叙
情
詩
日
々
の
生
活
の
な
か
で
、
個
人
的
な
心
情
は
、
叙
情
詩
(
韻
文)
と
し
て
歌
わ
れ
る
。
古
代
中
国
で
は
『
詩
経』
が
編
纂
さ
れ
、
時
代
が
下
っ
て
、
古
代
日
本
で
は
『
万
葉
集』
が
編
纂
さ
れ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
叙
情
詩
人
が
各
地
で
詩
を
朗
誦
し
て
歩
き
、
時
代
が
下
っ
て
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
吟
遊
詩
人
が
恋
愛
詩
、
民
衆
詩
を
歌
い
な
が
ら
諸
国
を
遍
歴
す
る
。
四
、
学
問
・
哲
学
・
宗
教
な
ど
経
済
的
な
進
展
と
政
治
的
な
混
迷
の
な
か
で
の
諸
学
問
の
並
立
(
競
合
、
共
存)
を
承
け
た
哲
人
・
聖
者
の
思
想
は
、
後
に
対
話
篇
や
事
蹟
の
伝
承
と
し
て
文
字
で
記
録
さ
れ
る
。
中
国
で
は
、
気
の
思
想
は
、
道
教
、
儒
教
、
陰
陽
道
、
易
学
、
気
功
(
養
生)
、
医
学
、
武
術
な
ど
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
『
荘
子』
知
北
遊
篇
に
は
、｢
人
の
生
は
気
の
聚あつ
ま
れ
る
な
り
。
聚
ま
れ
ば
則
ち
生
と
な
り
、
散
ず
れ
ば
則
ち
死
と
な
る
。｣
と
あ
り
、
気
が
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
か
つ
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
医
学
書
の
『
黄
帝
内
経
こ
う
て
い
だ
い
け
い』
で
は
、
五
臓
六
腑
、
経
絡
(
気
の
通
り
路)
、
食
物
の
陰
陽
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
陰
陽
五
行
説
に
よ
る
五
行
(
木
、
火
、
土
、
金
、
水)
に
そ
れ
ぞ
れ
陰
経
五
臓
(
肝
、
心
、
脾
、
肺
、
腎)
、
陽
経
五
腑
(
胆
、
小
腸
、
胃
、
大
腸
、
膀
胱)
、
五
色
(
青
、
赤
、
黄
、
白
、
黒)
を
対
応
さ
せ
る
が
、
さ
ら
に
第
六
の
行
(
相
火)
、
臓
(
心
包)
、
腑
(
三
焦)
、
色
(
紫)
を
つ
け
加
え
る
。｢
臓｣
は
な
い
と
死
ぬ
も
の
、｢
腑｣
は
な
く
て
も
生
き
長
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。
第
六
の
臓
腑
は
形
な
き
臓
腑
で
あ
り
、
自
律
神
経
系
や
免
疫
系
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
で
は
、
シ
ャ
カ
族
の
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
(
釈
)
が
、
無
常
(
万
物
の
変
転)
と
無
我
(
万
物
に
実
体
の
な
い
こ
と)
と
い
う
真
理
へ
の
精
神
的
覚
醒
を
説
く
。
時
代
が
下
っ
て
、
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
(
龍
樹)
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
関
係
性
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
説
き
、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
(
世
親)
は
、
集
合
的
無
意
識
が
輪
廻
転
生
す
る
と
説
く
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
唯
一
神
へ
の
不
信
仰
の
罪
と
、
救
い
主
に
よ
る
罪
の
贖
い
、
信
仰
者
の
復
活
が
説
か
れ
る
。
ヨ
シ
ュ
ア
(
イ
エ
ス)
が
預
言
者
か
、
救
い
主
か
が
問
題
と
さ
れ
る
。
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
体
の
世
話
を
す
る
だ
け
で
な
く
魂
の
世
話
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
く
。
プ
ラ
ト
ン
は
直
観
さ
れ
る
精
神
の
実
在
を
説
く
が
、
後
に
否
定
に
つ
ぐ
否
定
に
よ
っ
て
、
弁
証
法
的
に
真
理
を
問
い
続
け
る
。
ロ
ー
マ
で
は
、
ガ
レ
ノ
ス
(
医
学)
が
自
然
生
命
力
を
説
き
、
精
気
を
自
然
精
気
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(栄
養)
、
生
命
精
気
(
血
液)
、
動
物
精
気
(
ホ
ル
モ
ン)
に
分
け
る
。
時
代
が
下
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
(
仏)
は
『
情
念
論』
(
一
六
四
九)
で
、
動
物
精
気
を
神
経
伝
達
物
質
と
し
て
捉
え
、
脳
や
神
経
を
媒
介
と
す
る
精
神
と
身
体
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
。
五
、
散
文
日
本
で
は
、
鬼もの
語
り
(
怪
異
な
も
の
を
語
る
こ
と)
か
ら
物
語
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
再
現
性
の
な
い
出
来
事
に
つ
い
て
の
情
緒
的
表
現
と
し
て
、
個
人
の
心
情
や
生
き
ざ
ま
が
示
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
随
筆
も
記
さ
れ
、
個
人
の
感
慨
や
随
想
が
示
さ
れ
る
。
六
、
実
証
的
な
哲
学
十
七
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
(
英)
が
行
動
に
資
す
る
活
動
性
の
あ
る
原
理
を
帰
納
法
で
示
す
。
デ
カ
ル
ト
(
仏)
は
人
間
が
知
性
を
も
つ
存
在
、
思
惟
す
る
自
我
を
も
つ
主
体
と
し
て
、
自
然
に
働
き
か
け
る
と
す
る
。
働
き
か
け
る
能
動
体
と
し
て
の
人
間
と
、
働
き
か
け
ら
れ
る
受
動
体
と
し
て
の
自
然
を
分
け
る
。
七
、
科
学
十
七
世
紀
後
半
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
(
英)
が
科
学
的
な
認
識
を
論
理
学
的
な
帰
納
法
で
示
す
。
再
現
性
の
あ
る
現
象
に
つ
い
て
の
論
理
的
な
記
述
に
よ
っ
て
、
自
然
界
の
法
則
を
示
す
。
古
典
力
学
に
よ
っ
て
、
近
代
科
学
を
創
始
す
る
。
現
代
で
は
、
物
質
科
学
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
を
含
み
な
が
ら
、
原
子
物
理
学
、
量
子
力
学
、
熱
力
学
、
不
確
定
性
原
理
、
相
対
性
理
論
、
量
子
電
磁
気
学
、
分
子
生
物
学
と
展
開
す
る
。
さ
ら
に
、
人
間
を
も
生
き
た
自
然
と
し
て
捉
え
る
生
命
科
学
、
認
知
科
学
、
複
雑
系
科
学
へ
と
進
展
す
る
。
精
神
科
学
の
可
能
性
も
あ
る
。
八
、
古
代
の
知
恵
と
現
代
タ
オ
(
無
極
、
混
沌)
か
ら
陰
陽
に
分
か
れ
て
宇
宙
の
万
物
が
現
れ
る
と
い
う
気
の
思
想
は
、
時
間
も
空
間
も
な
い
無
か
ら
大
爆
発
し
て
膨
張
し
続
け
る
宇
宙
と
い
う
現
代
物
理
学
(
天
文
学)
の
記
述
の
方
向
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
対
極
的
な
力
が
働
い
て
相
互
作
用
が
生
じ
る
と
す
る
シ
ス
テ
ム
理
論
と
も
一
致
す
る
。
気
(
生
命
力)
に
は
先
天
の
気
と
し
て
真
気
(
元
気)
、
後
天
の
気
と
し
て
衛
気
(
免
疫
力)
、
営
気
(
水
穀
の
気)
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
熱
力
学
で
は
、
宇
宙
の
万
物
は
無
秩
序
化
に
向
か
う
と
し
て
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
と
い
う
因
子
を
考
え
る
。
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
(
量
子
力
学)
は
、
無
秩
序
化
に
抗
す
る
秩
序
化
の
働
き
と
し
て
生
命
力
を
捉
え
、
ネ
ゲ
ン
ト
ロ
ピ
ー
(
負
の
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー)
と
い
う
因
子
を
想
定
す
る
。
神
経
生
物
学
で
は
、
受
容
器
(
感
覚
器
官)
を
含
む
身
体
の
各
部
分
が
、
胎
生
期
、
幼
児
期
、
児
童
期
、
青
年
期
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
達
し
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
あ
と
、
下
降
を
た
ど
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
免
疫
中
枢
の
胸
腺
は
十
代
半
ば
で
最
大
と
な
り
、
重
さ
は
三
五
グ
ラ
ム
に
達
す
る
が
、
そ
の
後
退
縮
し
て
、
七
十
代
を
過
ぎ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
と
な
る
。
成
長
と
老
化
は
、
生
命
体
(
多
細
胞
生
物)
で
あ
る
人
間
に
と
っ
て
必
然
で
あ
る
が
、
適
切
な
運
動
と
食
事
、
精
神
修
養
に
よ
っ
て
、
養
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
哲
学
で
は
、
心
臓
内
に
ア
ー
カ
ー
シ
ア
(
虚
空)
と
い
う
場
が
あ
り
、
そ
こ
で
ブ
ラ
フ
マ
ン
(
宇
宙
精
神)
と
ア
ー
ト
マ
ン
(
人
間
精
神)
が
一
体
と
な
る
と
す
る
が
、
近
年
、
心
臓
近
傍
に
胸
腺
と
い
う
免
疫
中
枢
が
発
見
さ
れ
た
。
胸
腺
で
、
自
己
か
非
自
己
か
と
い
う
判
定
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
仏
教
で
説
く
無
常
(
変
転)
と
無
我(
関
係
性)
は
、
宇
宙
の
現
実
を
捉
え
て
い
る
。
現
代
物
理
学
(
天
文
学)
で
明
ら
か
に
し
た
ビ
ッ
グ
バ
ン
(
宇
宙
の
大
爆
発)
と
天
体
の
進
化
(
消
長)
、
熱
力
学
・
量
子
力
学
で
明
ら
か
に
し
た
万
物
の
無
秩
序
化
と
(
生
命
の
働
き
に
よ
る)
秩
序
化
、
複
雑
系
科
学
で
探
究
し
て
い
る
混
沌
あ
る
い
は
無
秩
序
化
に
お
け
る
枠
組
の
パ
タ
ー
ン
な
ど
が
対
応
し
て
い
る
。
原
子
物
理
学
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー(
光
、
熱
、
力
な
ど)
と
物
質
の
交
替
に
よ
る
素
粒
子
の
生
滅
を
明
ら
か
に
す
る
。
究
極
の
存
在
と
想
わ
れ
た
素
粒
子
も
、
関
係
性
に
支
え
ら
れ
、
関
係
性
の
な
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
融
解
す
る
。
無
常
と
無
我
は
、
人
間
の
現
実
を
も
捉
え
て
い
る
。
縁
起
説
で
い
う
十
二
因
縁
の
法
則
は
、
外
縁
起
に
つ
い
て
は
、
発
生
学
で
明
ら
か
に
し
た
受
胎
か
ら
誕
生
、
成
長
、
老
化
、
死
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し
て
い
る
。
内
縁
起
に
つ
い
て
は
、
精
神
科
学
と
対
応
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
六
〇
兆
個
の
細
胞
か
ら
成
る
人
間
の
身
体
は
、
日
々
細
胞
分
裂
に
よ
っ
て
、
古
い
細
胞
は
新
し
い
細
胞
と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
が
、
各
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器
官
お
よ
び
身
体
全
体
は
形
態
と
機
能
を
維
持
し
て
い
る
。
維
持
し
な
が
ら
も
、
長
い
年
月
の
間
に
は
少
し
ず
つ
変
化
(
成
長
、
老
化)
し
て
い
る
。(
川
の
流
れ
が
水
は
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
も
そ
の
す
が
た
は
変
わ
ら
な
い
が
、
長
い
間
に
は
流
れ
が
変
わ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。)
人
間
の
気
分
も
日
々
刻
々
と
変
化
し
、
心
あ
る
い
は
性
格
も
長
い
間
に
は
変
化
す
る
。
人
間
の
心
の
中
核
も
、
あ
る
よ
う
で
な
い
(
玉
葱
の
皮
を

く
の
と
同
様
で
あ
る)
。
古
代
中
国
の
気
功
(
気
の
思
想
の
実
践)
、
古
代
イ
ン
ド
の
ヨ
ー
ガ
、
仏
教
の
坐
禅
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
身
体
行
法
に
は
、
精
神
と
身
体
は
一
体
的
に
結
び
つ
き
、
宇
宙
精
神
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
共
通
の
考
え
方
が
根
底
に
あ
る
。
そ
の
結
び
目
は
、
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
(
貯
水
池)
と
し
て
の
丹
田
(
チ
ャ
ク
ラ)
で
あ
る
。
生
物
学
あ
る
い
は
医
学
で
い
う
自
律
神
経
系
の
神
経
叢
や
体
液
・
ホ
ル
モ
ン
系
、
免
疫
系
の
散
在
的
中
枢
に
相
当
す
る
。
古
代
ロ
ー
マ
の
ガ
レ
ノ
ス
の
い
う
自
然
生
命
力
や
三
種
類
の
精
気
、
体
質
と
気
質
の
関
係
な
ど
の
考
え
方
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
カ
ル
ト
の
い
う
精
神
と
身
体
の
関
係
に
お
け
る
情
緒
に
つ
い
て
の
脳
、
神
経
、
腺
、
血
液
、
動
物
精
気
(
神
経
伝
達
物
質
、
ホ
ル
モ
ン)
の
機
能
の
関
与
と
い
う
考
え
方
は
、
神
経
生
物
学
や
大
脳
生
理
学
の
知
見
と
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ケ
ル
ト
族
(
ア
イ
ル
ラ
ン
ド)
や
ホ
ー
ピ
族
(
北
米
先
住
民)
の
伝
承
に
み
ら
れ
る
人
類
文
明
の
螺
旋
状
の
消
長
(
現
代
文
明
を
第
五
文
明
と
す
る)
は
、
自
然
界
に
見
ら
れ
る
螺
旋
(
竜
巻
、
台
風
、
大
渦
、
植
物
の
成
長
形
態
、
巻
き
貝
、
蛇
の
と
ぐ
ろ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
二
重
螺
旋
構
造
な
ど)
と
対
応
す
る
。
た
だ
し
、
自
然
界
あ
る
い
は
宇
宙
で
は
、
対
称
性
の
ず
れ
や
揺
ら
ぎ
(
突
然
変
異
、
１│
ｆ
の
揺
ら
ぎ
な
ど)
も
見
ら
れ
、
進
化
を
促
す
。
古
代
中
国
の
韻
文
に
お
け
る
対つい
句
・
押
韻
、
古
代
日
本
の
韻
文
に
お
け
る
掛
詞
・
縁
語
や
見
立
て
な
ど
の
技
法
は
、
現
代
の
ポ
ッ
プ
ス
や
詩
に
お
け
る
レ
ト
リ
ッ
ク
や
象
徴
な
ど
の
表
現
技
法
に
展
開
す
る
。
古
代
の
物
語
で
は
、
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
人
間
の
す
が
た
が
描
か
れ
る
が
、
現
代
の
小
説
で
は
、
運
命
に
抗
す
る
個
人
の
心
情
と
言
動
が
示
さ
れ
る
。
お
わ
り
に
人
類
の
意
味
の
問
い
に
対
し
て
、
ど
こ
ま
で
わ
か
っ
て
い
る
か
。
自
然
界
(
宇
宙)
の
法
則
と
し
て
は
、
類
似
性
(
同
じ
か
違
う
か
と
い
う
こ
と
の
階
層
性)
、
対
称
性
の
ず
れ
、
揺
ら
ぎ
、(
右
巻
き
の)
螺
旋
、
対
極
性
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
、
無
秩
序
の
枠
組
の
パ
タ
ー
ン
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
物
質
の
交
替
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
と
ネ
ゲ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
相
克
性
な
ど
が
あ
る
。
生
物
界
の
法
則
と
し
て
は
、
競
争
か
ら
共
生
へ
の
進
展
(
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
と
ア
カ
ゲ
ザ
ル
、
腸
内
善
玉
細
菌
と
人
間
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
細
胞
核
な
ど)
、
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
(
一
定
の
系
に
お
け
る
秩
序
の
維
持)
(
体
温
、
血
糖
値
な
ど)
、
代
謝
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
(
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー+
二
酸
化
炭
素+
水
〜
植
物→
有
機
物→
動
物→
人
間
〜
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー)
、
代
謝
の
う
ち
の
新
陳
代
謝
(
同
化
と
異
化)
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
、
遺
伝
に
よ
る
形
態
・
機
能
の
継
承
と
突
然
変
異
に
よ
る
進
化
、
生
死
の
相
対
性
(
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
(
細
胞
自
死)
、
細
胞
分
裂
に
よ
る
代
謝
、
遺
伝
子
の
テ
ロ
メ
ア
の
短
縮
に
よ
る
死
、
死
な
な
い
原
核
細
胞
生
物
・
癌
細
胞
(
栄
養
状
態
に
よ
る
活
動
ま
た
は
休
止)
と
死
ぬ
雌
雄
生
物
体)
な
ど
が
あ
る
。
精
神
界
(
心
的
世
界)
の
法
則
と
し
て
は
、
身
体
(
運
動
、
生
理)
と
心
理
(
感
覚
、
感
情
、
思
考)
と
の
相
互
シ
ス
テ
ム
的
な
関
係
、
意
識
と
無
意
識
と
の
相
補
的
な
関
係
、
精
神
(
直
観
、
想
像
力
、
意
志
、
価
値
意
識)
の
階
層
性
、
身
体
的
な
修
行
(
訓
練)
と
精
神
的
な
修
養
の
相
関
性
が
あ
る
。
人
類
の
意
味
の
問
い
に
対
し
て
、
今
後
、
ど
こ
ま
で
わ
か
る
可
能
性
が
あ
る
か
。
ビ
ッ
グ
バ
ン
以
前
に
存
在
し
た
星
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
現
代
物
理
学
者
に
よ
っ
て
、
現
宇
宙
と
は
異
な
る
(
異
次
元
の)
並
行
す
る
宇
宙
と
い
う
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
人
間
が
知
覚
す
る
宇
宙
は
、
宇
宙
の
一
部
(
物
理
的
宇
宙)
(
知
覚
で
き
る
物
質
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
正
体
不
明
の
物
質
が
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
正
体
不
明
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト)
で
あ
る
が
、
人
類
の
科
学
が
進
展
す
れ
ば
、
精
神
的
宇
宙
が
明
ら
か
に
な
る
と
想
わ
れ
る
。
現
時
点
で
(
電
子
顕
微
鏡
で)
観
測
で
き
る
最
小
の
微
粒
子
は
ク
ォ
ー
ク
(
素
粒
子)
で
、
そ
の
径
は
〇
・
一
ア
ト
メ
ー
ト
ル
(
一
〇
の
マ
イ
ナ
ス
一
九
乗
メ
ー
ト
ル)
で
あ
る
。
現
時
点
で
知
ら
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
自
然
界
の
四
つ
の
力
(
重
力
、
電
磁
気
力
、
強
い
力
(
核
力)
、
弱
い
力
(
素
粒
子
の
性
質
を
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